
 

 

 

 

 

【給食センター楢原イメージ図】 

敷地東側交差点の見通しに配慮し

た植栽やフェンスの設置 

食材搬入開口部にエアカーテンを設置 

屋上の室外機置場に防音壁

等を設置 屋上に高機能脱臭装置を設置 

太陽光発電機器及び蓄電池を設置し

通常時のほか災害時にも活用 

〇災害時の対応 

・災害時に使用可能な非常時用蛇口（コック）付のバルクタンク及び受水

槽の設置、災害時用ガス発電機、移動式回転釜などを配備します。 

・米庫に常時 1.8ｔの生米を備蓄。 

・震災時には近隣避難所へ、温かいご飯と汁物などの食支援を行います。 

勤務する職員の通勤手段は、特定の職員

以外は徒歩、自転車等、公共交通機関と

し、周辺の交通環境に配慮 

施設で勤務する調理員等について

は、周辺在住の方を優先して雇用 

・景観条例で示されている建物形状、色彩等の考え方に基づき、周辺との調和を図ります。 

・敷地境界を中心に緑化し、周辺環境に配慮します。特に、住宅に隣接する境界は、中高木の植樹、花壇の設置などにより、住環境に配慮します。 

裏面あり 

給食センター楢原基本設計及び周辺環境への配慮事項 

２階に食育スペースを配置 



 

 令和２年度から実施設計を進めるにあたり、周辺の様々な環境に配慮していきます。 

 

  

【配置イメージ図】 

残渣を厨芥処理機で脱水後、

冷凍し、臭いを抑えて回収 
ボイラー室を隣接する

住宅の反対側に設置 

・通行する道路を限定 

・敷地内に食材搬入車両や配送

車両が待機可能なスペースを

確保 

・敷地の車両出入口にパトライ

トを設置 

・排水は、下水道への排出基準を

下回るように厨房（排水）除害

設備を設置 

・厨房（排水）除害施設の臭いや

騒音を最小限に抑制するため住

宅のない川側に配置 

浸透性のある構内舗装により土壌の流出に配慮 

＜給食配送側＞ 

＜食材搬入側＞ 


